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､性と労弛ル 大観すれば底嘩性は認巌 れ 琴鹸上大
＼霊吉宗 認 諾 去oJ=%t慧 dt欝 芸
Topographicthartを作E]し,巧力を比較した｡_





















-3汲帆 分肢点を持つ二本批 碓 凱 な画 ､? .:
た｡刊 I'掴 愉悦の温出にはlvanderWarden(1910)㌔



























が採刷如 tひ る｡例えば Sun.(1950)-の'chlordane
竺完慧 望芸諾 If慧%tT,oI:i.C.iI;<ftikeBX&,'干孟宗
慧 琵 琶と芸芸 -S至芸 la:ivLebt>OL完ciiyb言霊'L'■＼
みけれほならないので,.ここーでは与の延の修正を拙さ
なかった｡
那 衣は TEPP とNicotineとの比較である｡/TE:
PPは_7プラムシやダニ矧 土串越した殺虫剤であるが,











































































































a_neの毒力は Aldrihや Diel-dr叶 より鋸 .),7必時J
甲までt羊,Dieldriri中程力は Al.drinに劣り'96時





















ーり γ`-BHC>'ppてDpT> Aldrin> Dieldrinの
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剤とすれば,柄井 ･仕掛 小島 (lDih) が指摘したヽ
珠にt･招力は次の`4階矧こ大別出来よう｡ ∴′
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だ莞 Toto.2,i?,?_豊驚 慧 孟慧 誌 完;T&Ei pS ' .
山に対して卓効を有するが厚表皮のコg/)'ウに対して
必ずしも'磁位とは言い掛 ･｡_叉 ob′DD.Tは pp′D､′
DT のgi･性休に相違ないが,畦類こよる特異性が認












I/:/∴ L ･ .･7.摘 要
(I)･ヲク.)･ウ Sitophilusory-･aeに対する接触設虫剤
qF.是JJを全般的に研兜した報街はないO-ここでは,1),






















































































































































96.合成t'LrT･1)ンic関する研究 鍔lII邦 合成tfJL,スt2イT=の殺虫性 井上雄三∴
肪凹純帆 田村昭,北川沈未払 大野稔 (京都大学 化学研究所蔵 居研究室)2Q･9･7･受理 'ノ
.pyrcthrins及び'_そのhomologleSの化蛍満治と混
血に対する和性とに関しては未だう≡説が月恥､;位nJL
た粥料ゐ純払 迅mの形態.生物訳除班の和弘 供託托
虫ーO,珪塀と状鼠 瀧計学的吟味如何奪極めて多改め因
子が彪響するあで殺虫試陵の結果は必ずしも一致し串
瞬河を示さず,.Fflには柑反する結果Lも報懲されてある1
1由
